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IT時 代の ニ ュース英語

中　林　真佐男

1.序 論

　 1997年度 より3年 間、関西外国語大学 ・短期大学部において 「時事英語研究」(必修科 目)

の講座を担当してきた。 しか し、新聞英語(Newspaper　 English)を 中心に講義を展開 してきた

ので、果た してこの講座がどのように学生に受容れられているかの分析はしていなか った。

「石の上にも3年 」の喩えもあるので、本講座についての反省と再検討が必要であった。そこ

で、い くつかの文献や雑誌にふれ、イン ターネット情報を検索 して、教授法を再考することに

した。2000年 度も4講 座を担当するようになったので、手がか りとして学生に 「時事英語研究

一 アンケー ト」を実施 して新年度の参考にすることに した。

　 まず、文献調査は本学図書館の 「時事英語」に関する文献を読むことから始めた。比較的発

行年度の古いものがあるので、最近の文献も手に入れることに した。特に、イン ターネットの

検索では多 くのホームページにアクセスして、最新データの入手に努めた。その中で他大学の

講座にもふれ、かなり進んだ内容に感銘を受け、鼓舞される所が多かった。

　次に、アンケー ト調査の対象学生は、1999年 度(セ ミスター制)短 大2年 生の2学 期受講生

48名、1学 期受講i生2名 、合計50名 であった。調査内容は別紙の 「時事英語研究 一アンケー ト」

の通 り、10項 目の質問から構成されている。このアンケー トの集計を行い、分析 ・評価すると

「時事英語研究」を通 じて学生の関心度を知ることができた。ただ単に英字新聞を読むだけで

なく、映画やテレビの映像情報にも関心が高 く、海外旅行や異文化の話 しに耳を傾けているこ

とが分かる。政治 ・経済の問題には関心が薄いが、社会問題をは じめ娯楽 ・スポーツなど生活

に密着 した話題に関心度が高いことも分かる。

　 この機会に、「時事英語研究」はIT革 命時代にあって、現状のままで良いのか再考 した。

この報告書の目的(ま たは仮説)は 「時事英語研究の教科はIT時 代に相応 しく、新聞英語か

ら脱皮すべき段階にあ り、Current　Englishの ネー ミングについても再考の時期にある。」とい

うものである。因みに、日本時事英語学会には報道英語、メディア英語、異文化間コミュニケー
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シ ョン の研 究 部 会 な ど の活 動 が あ る。 また 、 イン タ ー ネ ッ トを 通 して 新 聞 社 ・放 送 局 の ニ ュー

スが 刻 々 と流 され て い る。IT革 命 時 代 に入 った の で、 「時 事 英 語 研 究 」 は 新 聞 英 語 だ け で は な

く、 メ デ ィア英 語 や イン タ ーネ ッ ト英 語 に も視 点 を 広 げ、Current　 Englishの ネ ー ミン グを 変

更 し、原 点 に帰 りNews　 Englishへ 移 行 す る こ とを 提 言 した い。さ らに 、異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン の観 点 よ り、 第2文 化 教 育 の必 要 性 を 強 調 した い 。

2.資 料の調査

2.1.文 献調査

「時事英語」と名の付 く文献は戦後FENの 放送時代から今 日のIT革 命時代まで変遷を重ね

ながらも多数発行されてきた。今回は本学の図書館の蔵書から関心の高いもの順に 目を通 して

みた。 しか し、多 くの文献はhow　 toも のとい うよりは、時事英語の解説と実例文の翻訳が多

い ように思われ る。全 てを調査 したわけではないので結論的 なことは言えないが、私は

Fredrickson　T.L.著(1989)r英 字新聞の速読法』(北星堂書店)の ようなhow　 toも のが教師

にも学生にも大変参考になると思った。外国人によって書かれていることもあるが、手順をお

って解説 し、演習問題がついている点が評価できる。ただ発行年月が1989年 と古いのが残念で

あ り、この種の形態の解説書や参考書が将来多 く出版されることを望む。

　近著では 『USA　TODAYの 時事米語」(DHC)が 目にとまった。本書は統計データに基づ

いて トピックスの解説を行い、米語の特徴を述べている点に興味が引かれる。USA　 TODAY

の記事の中で、年代層を問わず広 く親 しまれているコーナーがUSA　 SNAPSHOTで あ り、統

計 ・グラフ ・イラス トを うまく活用 して生のアメリカ社会を的確に映 し出している。特に、 ト

ピックスが多方面に亘 り、読み物 としても大変面白い内容である。「アメリカでは多 くの中学 ・

高校で、SNAPSHOTが 社会 ・数学 ・科学の教材 として活用 されている。」(広本 ・宮野、1997)

との指摘もあ り、アメリカの教材を 日本の大学に導入するのも一考であろう。

　この他にも参考となる文献は多数あるが、時事英語の変遷は早いので、す ぐに内容が陳腐化

して しまうのはやむを得ない。 したがって、常に文献、資料は最新のものを探 してお く必要性

を痛感 した。

2.2.イ ン タ ーネ ッ トの 検 索

　 今 回 は イン タ ー ネ ッ トの ホ ー ムペ ー ジに 時 間 の許 す 限 りア クセ ス して み た 。 「時 事 英 語 研 究 」

を キ ー ワー ドに して 検 索 す る と235件 の ペ ー ジが 見 つ か っ た。 そ の 中 に は 、 時 事 英 語 研 究 の雑

誌 社 や 大 学 ・研 究 機 関 の情 報 が含 まれ て い る。1～20件 の サ イ トの 中 に 関 西 外 国語 大 学 ・短 期

大 学 部 、 外 国 語 学 部 ・英 米 語 学 科 の カ リキ ュラ ムや 専 門 教 育 科 目も紹 介 され て い た 。235件 の

サ イ トへ の訪 問 は 行 わ なか った が 、 参 考 に な る情 報 が 満 載 され て い る。
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次に、単に 「時事英語」をキーワー ドに して検索 した情報について概略を紹介する。

(1)Yahooの 検索結果

　 各種資料と情報源〉辞書〉英和

・RNN時 事英語辞典一1999年4月 以降、話題となった単語を収録。 メールでの配信サービ

　　　　　　　　　　　 スも。

　 社会科学〉言語学〉言語〉英語〉教育

・時事英語一TIMEの 記事から毎週1つ か2つ を選んで解説、時事英語の勉強を してい く。

　 社会科学〉言語学〉言語〉英語〉団体

・日本時事英語学会(JACES)一 「時事英語学研究」総 目次、例会、分科会案内等。

(2)教 育のホームページ

　　 学部、研究科 に7件 、研究機 関に2件 のホ ームペ ージがあ る。 さらに、TOEFL/

　 TOEIC、 英検・工業英検、英和辞書 ・和英辞書、オン ライン講座、企業など内容が豊:富で

　 ある。佐久間治の英語工房からワー ドゲームまで74件 ものホームページがある。因みに、

　 学部研究科の7件 を紹介するので、一度訪れ られるとよいと思 う。これ らは 「時事英語研

　 究」とは直接関係はないが、「英語教育」の参考になるであろう。

・茨城大学教育学部英語教育講座一教授や大学院生、学部生等の紹介、カリキ ュラム、セミ

　　　　　　　　　　　　　　　　 ナー案内等

・同志社女子大短期大学部 ・英米語科岩本研究室一研究概要、学生ホームページリンク集等

・追手門学院大学文学部英語文化学科一学科カリキ ュラム、行事、海外留学の交換制度、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 追手門文学会について

・聖徳学園岐阜教育大学橘堂研究室一橘堂弘文研究室英語教育 ・教材、シラバス等

・東洋大学文学部英米文学科 ・埋橋研究室一英語を読むことをテーマに、チャップリンの自

　　　　　　　　　　　　　　　　 叙伝等を読んだ りしている活動紹介　語学的解説も

・名古屋大学言語文化部英語学科一教官や研究テーマ、学内、学外向け情報等

・南山大学外国語学部英米科松永ゼミー講義やゼミ活動、イベン ト情報、学生用掲示板、研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 究活動について

(3)News　 English

　 さらにサーチを進めた結果、News　 Englishに 辿 りつけた。"What's　hot　todayP"

　　「英語ニュースをイン ターネットで読んで見 よう。」 とい うキャッチフレーズで始 まり、

　 World　News　in　Englishの タイ トルで世界の有名なメディアにアクセスできる。

① 活字メディア:

　 Newspapers主 体の各社がマルチメディア戦略を模索中。新聞記事を提供するだけでなく、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一33一
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　 多 機 能 なnetnewsが 生 まれ て い る。 基 本 的 に は最 新 版 ニ ュ ース は 無 料 で提 供 し、過 去 の

　 記 事 の検 索 は 有 料 とい うと こ ろが 多 い 。 朝 日新 聞 、USA　 Today,　 Timesな ど世 界 的 に 有 名

　 な新 聞 のサ イ トに ア クセ スで き る。

② 雑 誌(Magazines):

　 Newsweekの 検 索 は 、　Newsweek,　 Washington　 Post,AP(Associated　 Press)を 兼 ね て い る。

　 Welcome　 to　Pathfinder　 lよTime-Warner社 の雑 誌 サ イ トで あ る。(TIME,　 Money,　 People,

　 Fortune,　 etc.)

③ 放 送 メデ ィ ア:

　 「放 送 原 稿 が ダ ウン ロー ドで き る の は便 利 です 。Broadcasting-Netcastingの 時 代 変 化

　 を 感 じる。」 とい う紹 介 文 の後 に、ABC　 News,　 BBC,　 CBC　 Newsworld,　 CNN,　 PBS,　 VOA

　 のサ イ トが あ る。 時 事 英 語 に 放 送 英 語 が 完 全 に 入 って きて い る。

④Search　 News:

　 ニ ュー ス の 検 索 は 、 上 記 の新 聞 社 、 放 送 局 な どの無 料 検 索 が 活 用 で き る。 しか し、elec-

　 tric　library(USA)と デ ー タベ ー ス のLexis掴exis(USA)は 有 料 で あ る。

(4)時 事 英 語 一TIMEの 学 習

　 　 さ ら に深 く検 索 を進 め る と、 大 変 面 白い ホ ー ムペ ー ジ に 出会 った 。Current　 Englishの

　 タ イ トル を もつ ピカ ー ドさん の ホ ー ム ペ ー ジで あ り、40,242人 目の 訪 問 者 とな った 。 「時

　 事 英 語 に 興 味 のあ る方 へ 　 　 Picard艦 長 のTIME講 座 」 に 感 銘 を 受 け 、 す ぐにPicardさ

　 ん に メ ッセ ー ジを 送 り、Current　 EnglishをMedia　 Englishに 変 え る私 案 に つ い て 相 談 し

　 て み た 。 早 速 次 の よ うな返 事 を 頂 い た ので 、 了 解 を 得 て 紹 介 す る。(原 文 の ま ま)

　 　rご 訪 問 あ りが と うご ざ い ますC。^;英 語 は 好 き でや って お ります 。 仕 事 は 高校 生 に 数

　 学 を 教 え て お り、 本 来 の専 門 は 地 球 物 理 学 で す 。 バ ラバ ラで す ね(^^;確 か にcurrent　 En-

　 glishと い って もネ イ テ ィ ブ に は 「な に そ れ?」 とい う顔 を され そ うで す ね 。 とい って 何

　 が 適 切 か とい うとわ か りませ ん 。 日本 語 で も、 書 き言 葉 と話 し言 葉 とい う表 現 は あ って も

　 マ ス コ ミ言 葉 とい うのは ない よ うに 思 え ます 。 マ ス コ ミ用 語 とい うのは あ ります け ど。 従

　 って 、"Media　 English"と い うのは 、 な るほ ど一 旦 は 納 得 して しま うので す が 、 これ を も

　 し"Media　 Japanese"と 置 き換 え て み ます と、 何 か 不 自然 な感 じが します 。 ふ ～ む 、 お 手

　 上 げ で す 。』 中 山泰 直(Picard)

　 　 Current　 Englishか らMedia　 Englishへ の ネ ー ミン グ の移 行 を 考 え て い た が 、 こ のチ ャ

　 ッ トとイン タ ー ネ ッ ト上 の用 語 を 見 て 、原 点 に 帰 り広 義 なNews　 English(ニ ュー ス英 語)

　 に 変 え た ほ うが 現 状 に 即 して い る と考 え 直 した 次 第 で あ る。

　 　 こ の よ うに 、 「時 事 英 語 研 究 」 の カ リキ ュ ラ ム 内容 と位 置 付 け は 各 大 学 の ホ ー ムペ ー ジ
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で覗 くことができた。また、本学のホームページもつぶさに見る機会があ り、実際に担当

しているので親しみなが ら読んでみた。要するに、「時事英語研究」はかな り多岐に亘っ

ていることが分かる。逆に言 うと、これが決め手であるとい うカリキ ュラムの内容はない

のである。少なくとも、私の提言 した 「新聞英語からの脱皮の必要性」はこれらのホーム

ページの内容と次の4冊 の文献から支持されていると考えている。

(1)『 時 事 英 語 研 究 』4月 号(pp.10～23)

　 本 号 を 見 る と 「TOEIC　 Test　 700点 攻 略 法 」 が 特 集 され て い る。 これ は 時事 英 語 研 究 の

分 野 は た だ 単 に 新 聞 英 語 で は な く、 英 語 の資 格 まで 範 疇 の広 ま りを 示 唆 して い る と思 う。

即 ち、TOEICのreadingの 練 習 に新 聞 英 語 を 読 み 、　listeningの 訓 練 に 報 送 英 語 を 活 用 し

よ う とい う示 唆 で あ る 。TOEICの ス コア を 上 げ るの は 、 練 習 問 題 を教 え る よ りも、 日頃

の英 語 力 を 養 う方 が 早 道 で あ る こ と も付 け 加 え て お きた い 。

　 また 、 多 くの企 業 が 国 際 ビシ ネ スを 成 功 させ るた め にTOEICの 成 績 を 重 視 す る よ うに

な り、 就 職 や 昇 格 の条 件 に な って きた 。 した が って 、 学 生 や 社 会 人 の関 心 は ます ます 高 ま

り、 本誌 で も特 集 と して採 り上 げ た も の と思 う。 例 え ば 、 日本IBMは 来 年3月 か ら、

「TOEIC　 600点 以上 で な い と、 課 長 職 に昇 進 で きず 、 次長 相 当職 に な るに は730点 以 上 必

要 とす る」 と発 表 して い る。(2000年2月22日 付 ・朝 日新 聞)「 英 語 ダ メ な ら課 長 も ダ メ」

とい う見 出 しの よ うに 、 私 た ちは 国 際 的 な コ ミ ュニ ケ ー シ ョン 能 力 が 問 わ れ る時 代 に 生 活

して い る ので あ る。

(2)『 時事英語学研究』No.38,　Sept.1999(pp.92～94)

　この報告書には新語研究分科会、教授法分科会、報道英語分科会、同時通訳分科会、異

文化コミュニケーション分科会、メディア英語分科会などの年間報告が記載されている。

このような分科会の名称から判断 しても、本学会はいかに幅広い活動を しているかが窺い

知れる。最近の学会の発表テーマも広範囲な内容になっている。 日本時事英語学会のホー

ムページを見て、さらに詳 しい内容に触れることができた。

　この文献調査を通 じて、私の目的 「新聞英語からの脱皮と新 しいネーミングの必要性」

は明らかに裏づけされた ものと考える。私自身が学会への入会も遅 く(1999年 度よ り)、

また自宅にイン ターネットを開設 したのも昨年末であったので、これらの情報入取が遅き

に失 していたとい う大いなる反省もある。

(3)『 放送英語 と新聞英語の研究』(pp.4～5)

　本書には放送英語と新聞英語の相違について次のように述べられている。「放送英語は、

一般聴取者を対象とした簡潔な口語英語であ り
、特に英語ニュースの記事構成は英字新聞

の場合 とは逆に、ピラミッド型構成(triangle,　radio　pyramid)を とっているのが普通で、
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簡潔でやさしい文で原稿の書き出しが始められ、徐々にニュースの要点を伝えて行 く方法

が原則とされている。(小池直己、1998)

　ラジオとテレビの相違もあろうが、聞いて情報を入手する点でも新聞英語とは基本的に

違 うのである。聞 くことが条件なので、listening能 力は当然向上 して行 く。 この違いを

知 り、放送英語も時事英語研究の範疇に入れねばならないと思 う。

(4)『 変 貌 す る メデ ィア英 語 』(p.3.)

　 本 書 の 冒頭 で次 の よ うな記 述 が あ る。 「時 事 英 語 とはmedia　 Englishと い う意 味 で 、 新

聞 、 雑 誌 な ど活 字 メ デ ィアに 現 わ れ る英 語 で あ る。 現 在 、 世 界 を 流 れ る情 報 の8割 は 英 語

とい う常 識 が あ るが 、Internetの 普 及 もあ り、　media　 Englishを 含 め た 現 代 英 語 の普 及 分

野 は さ らに 目覚 し く広 が る に違 い な い 。』 こ こに 至 っ て、 時事 英 語 研 究 の分 野 に変 貌 が 生

じて い る こ とが 明 白に な った と確 信 す る。

3.ア ン ケ ー ト調 査

　 1999年度一学期 ・二学期の2回 にわたって、関西外国語大学 ・短期大学部(片 鉾学舎)に お

いて 「時事英語研究」の講座を担当 した。本学では、この講座は短大2年 生の必修科 目になっ

ていて、1997年 度より3年 間担当 してきた。本講座は単に時事英語を学ぶだけでなく、国際政

治 ・経済に始まり、国内問題、スポーツ ・芸能、科学、宗教、文化など幅広い知識を身につけ

ることを 目標としている。

3.1.調 査方法

　 1999年度一 ・二学期の2回 に亘って 「時事英語研究」を講義 したが、二学期の最終 日に別紙

の 「時事英語研究一 アンケー ト」を実施 した。48名 の受講生が回答 して くれたが、集計の便宜

を計るために一学期の受講生2名 に特別に回答させた。 したがって、人数の差はあるが、一 ・

二学期の受講生50名 から回答を得たことになる。(資料1)

　このアンケー トは10項 目の質問で構成され、選択式と記入式を併用 した。記名式であるが、

率直な意見を収集するために、匿名希望者には無記名を認めた。 しか し、全員が記名 し、かつ

忌暉のない意見を書いてもらったと思 う。評点については5点 法を採用 した。

3.2.結 果と評価

　 「時事英語研究一アンケー ト」の結果を集計 し、項 目別に作表 してみた。それらの表に現わ

れた数値より学生の関心度や観点について分析 ・評価を してみた。ただ し、紙面の都合で主な

表だけを掲載する。
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1)テ キ ス トInternational　 News　 199</2000は 適 当 で した か?

　 5点 法 に換 算 して み る と、3.7に な る ので"good"に 近 い 評 価 が得 られ た 。 この テ キ ス トは

新 聞 英 語 の基 礎 知 識 に 始 ま り、 見 出 し語 が 含 まれ て い た 。 しか し、 重 要 な略 語 の解 説 が な く、

別 の テキ ス トか ら拝 借 した 。 次 に 、 教 授 用 資 料 に は 演 習 問 題 の解 答 の他 に 、 各 章 の試 訳 が 付 け

られ て い た ので 授 業 の参 考 に な った 。(表1:省 略)

2)こ の テキ ス トで 一 番 関 心 を も った テ ー マは 何 か?

　 代 表 的 な8章 に つ い て 関 心 度 を 調 べ た 結 果 、Titanicに42%も 集 中 し、 映 画 の もつ 影 響 力 の

強 さを 証 明 した 。 次 が 、TV　 networkの28%と な り、 映 画 や テ レ ビとい った 映 像 情 報 に70%と

い う高 い 関 心 度 のあ る こ とが 分 か る。そ して 、ほ ぼ半 数 以 上 の 学 生 が 、実 際 に 「タ イ タ ニ ッ ク」

の映 画 を 映 画 館 また は 自宅 の ビデ オで 見 て い た 。 時 事 英 語 研 究 の授 業 で も映 画 の ビデ オや テ レ

ビ番 組 を 見 せ る と効 果 的 で あ る と考 え られ る。(表2:省 略)

3)講 師の話題 ・雑談の中で、面白いと思ったものは何か?(い くつでも良い)(表3:省 略)

　 「海外旅行」の39%が 圧倒的な人気度である。これに 「異文化の話 し」の16%を 加えると実

に55%と い う半数以上の数字となる。これは 「異文化間コミュニケーション」のアンケー ト結

果でも、学生は 「英語が上手に話せ、海外旅行に行っても自由に交流でき、自分の目標を果た

したい。」(中 林、1999)と い うことに要約できたが、これと酷似 した傾向が見られる。

　次に、「社会人の心構え」に24%の 関心があった。これは2回 生なので、特に就職活動に役

立てる目的で、若干の資料を配布 して多 くの示唆を与えている。ただ し、アメリカ英語と地図

やTOEFL/TOEICに ついてはあまり関心はないのは(そ れぞれ6%)、 この時期は就職活動

や3年 編入に関心があるためと思われる。人種差別は5%と 最低であった。

4)課 題 「新 聞 記 事 の翻 訳 」 の 内容 を 詳 し く書 い て くだ さい 。(表4:巻 末 に資料2と して掲載)

　 こ の課 題 は 「学 生 の最 も関 心 のあ る英 字 新 聞 の記 事 を 自 由に 見 つ け 、 そ の記 事 を 切 り抜 い て

全 文 を 日本 語 に 翻 訳 し、 感 想 文 を つ け て 提 出す る」 とい うも ので あ る。 講 義 の開 始 の と き、 前

年 度 のサン プル を 回 覧 して 予 告 して い る ので 十 分 時 間 が あ る筈 で あ る。 しか し、 期 末 の提 出期

限 に な ら ない と作 業 を して い ない 学 生 が か な りい る こ とが 良 く分 か る。 ワー プ ロを 歓 迎 して い

るが 、 今 の と こ ろ約2割 の学 生 しか ワー プ ロを 使 って い ない 。 こ の割 合 は も っ と増 え て 欲 しい

とい つ も願 って い る。

　 学 生 の選 ん だ 英 字 新 聞 は 国 内外 の9紙 に も達 し、 こ の中 で や は り 日本 で 編 集 発 行 され て い る

一 般 英 字 日刊 紙 が 含 まれ て い た
。 即 ち、 多 い 順 にTh.1吻 編6痂Dα 勿New.(16)Th.ノ4ρ απ

Time(ll)The.)ail'yo〃zづ 纏(9)The　 Asahi　 Evening　 New(5)の4紙 で あ り、 全 体 の82%を 占

め て い る。 英 文 の タイ トル 、 新 聞 名 、 日付 、 感 想 文 を 書 か せ た が 、 こ の デ ー タを 分 析 して 表4

に ま とめ て み た 。 基 本 的 な新 聞 名 と 日付 記 入 を 忘 れ て い る学 生 が 数 名 い た 。 予 め レフ ァ レン ス
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の方法を教えてお く必要性を痛感 した。感想文は長いので省略する。

　記事の内容をまず 「海外」と 「国内」に仕分け した結果、38%対62%と 国内問題の方が多か

った。これを、政治、社会問題、 ビジネス、宗教、スポーツ、娯楽、広告の7項 目に分類 した。

これは正式なものでなく、ある英字新聞の紙面を参考に分類 したものである。この結果、社会

問題が44%を 占め、いわゆる三面記事(社 会面)に 関心が高いことが分かる。次に、娯楽 ・ス

ポーツと続き、政治、 ビジネス、宗教の順となった。結論的に 「政治 ・経済よりも、社会問題

や娯楽 ・スポーツに関心が高い」ことが証明された。ここにも 「学生の政治離れ現象」を見る

ことができる。

　学生の読解力を尋ねた 「④ 自分の読んだ英字新聞は何%ぐ らい理解できましたか?」 の質問

の合計が76%と 高い率になった。学生は記事を見て、理解できる範囲の比較的やさしい記事を

選んだとも思えるが、この数字より学生の新聞記事の読解力はかなり高いと評価できる。

5)時 事英語で一番参考になったものは何ですか?一 つだけ選びなさい。

表5
ラ ン ク 質　　問 人数 %

1 ④英字新聞の難 しい英語の勉強が出来た。 27 54%

2 ① 世 界 の ニ ュ ース に 触 れ られ た 。 13 26%

3 ② 日本 の ニ ュ ース に 触 れ られ た 。 7 14%

4 ③就職試験や面接上の参考にな った。 3 6%

5 ⑤その他: 0 0%

合計 50 100%

　この質問は学生のニーズを考慮 して作って見たが、その他がゼロなので①～④の4項 目に集

約できると思 う。1位 は 「④英字新聞の難 しい英語の勉強が出来た」の44%で あ り、この講座

の目標にそった結果が得られたようである。2位 の 「①世界のニュースに触れられた」は26%

も占めている。普段は世界のニュースには関心はないが、この講座を通 して学生の見識が少 し

は高まったと考えて良い。これに対 し 「② 日本のニュースに触れられた」は14%と 低いのは恐

らく新聞 ・テレビで既知のニュースが多いためだと考えられる。最後の 「③就職試験や面接上

の参考になった」は6%と 極端に低いが、講義の目的とはかけ離れているので、当然かもしれ

ない。3)の 「社会人の心構え」のところで満足 されているようだ。

6)ビ デ オ の上 映 は 参 考 に な った か?

　 中 間 で 生 抜 き のた め に 、 デ ィズ ニ ー映 画 「美 女 と野 獣 」 を 見 せ 、 後 半 の授 業 中 に2回 に 亘 っ

て 「CNNニ ュ ー ス」 の ビデ オ を 見 せ た。 前 者 は 娯 楽 性 が あ る ので 、　good・68%の 人 気 だ った

が 、 後 者 は 僅 か に32%がgoodと 評 価 した だ け で あ る。 そ れ ぞ れ 感 想 文 を 書 か せ て い るが 、 デ

ィズ ニ ー映 画 に つ い て は 「も っ と ビデ オを 見 た い 」、 「英 語 も分 か りや す い 」 とい う大 方 の意 見

で あ る。
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　 しか し、CNNニ ュースは 「話すスピー ドがはや くて英語が分か りにくい」「中国人など英語

圏以外の英語は少 し理解できる」「テーマによって関心のないものもある」などの意見がある。

これを参考に、次年度からビデオの使用はかなり慎重に行いたいと考えている。(表6:省 略)

7)日 本の経済を回復させるために、今何をすべきと考えますか?(い くつでも良い)

表7
ラ ン ク 質　　問 人数 %

1 ④経済界が もっと頑張 り、生産性 と購買力を高め る。 20 27%

2 ①総選挙をや って、国民の意見を政治に反映す る。 19 26%

3 ⑤ 日本の教育全般を見直 し、抜本的に改革す る。 19 26%

4 ②今の連立政権をやめ、新 しい枠組みで出直す。 5 7%

5 ③規制緩和を して、 日本の市場を世界に公開す る 5 7%

6 ⑥その他: 5 7%

合計 73 100%

　表7の 項 目は学生の政治に対する関心度を尋ねたものである。1位 の④と2位 の①、⑤に約

80%も 集中した。この内容を要約すれば、「今こそ総選挙をやって、教育改革 と経済の活性化

を図るべきである」と言っているように思 う。学生は一般国民同様に鋭い視点や意見を持って

いると考える。②連立政権と③規制緩和はそれぞれ7%に 過ぎず、極めて政策的な内容なので

低い評価であった。要するに、この就職難の時代にあって、学生が 「政治を変え、教育の改革

に取 り組み、 日本経済を回復 してほ しい」と願 うのは当然である。時事英語研究を通 して、政

治 ・経済 ・教育問題をもっと深 く議論 し考えさせることも重大な課題であると痛感 した。

　その他学生の書いたコメン トで分かるように、学生は具体的な意見を持っている。例えば、

タバコ税 ・消費税の見直 しを訴えている。海外の意見を取 り入れるべきと言 う意見に対 し、 日

本人はもっと独立 して、自分の意見を持つべきと言っている。

7)こ の講義で良かった点と、悪かった点を箇条書きに して ください。

　筆者にとってこの項 目が最も参考になる質問である。良い点は外交辞令的なものもあ り、む

しろ悪い点を指摘された方が傾聴に値する。比較的率直なコメン トが多 く感謝 している。 しか

し、紙面の関係と個人的な意見なので詳細は省略する。

　因みに、評点を5点 法で算出すると、4.12と い う評価を得た。 これは、「やや良い」に該当

し、幸いにも 「やや悪い」と 「悪い」がなかった。講義の完壁は期待できないとしても、この

評点を刺激として新年度に臨みたい。

9)講 師 へ の メ ッセ ー ジが あ れ ば 、 自 由に 書 い て くだ さい 。10)最 後 に 「自分 の将 来 の夢 や 目

標 に つ い て 」 簡 単 に 書 い て くだ さい 。 こ の両 項 目は 、 個 人 情 報 な ので 省 略 す る。

欄 外 で 、 今 回 は 立 ち入 って 「進 路 」 と 「パソ コン 」 の こ とを 参 考 まで に 聞 い て み た 。

一39一



中　林　真佐男

進路:① 就職決定一17名(24%)② 内定一8名(16%)③ 未決定一17名(24%)④3年 編入一

　　　 8名(16%)⑤ その他 一〇(0%)と い う結果を得た。就職希望者名は84%で あるが、

　　　未決定が4人 中1人 いることは今 日の就職難をそのまま浮き彫 りに している。

パソ コン:「 あなたは自分のパソ コンを持 っていますか?」 の質問に対 し、①Yes=15名(30%)、

　　　②No・21名(42%)、 ③検討中一14名(28%)と い う結果である。3人 に1人 がパン コ

ンを持っているのは、かなりの普及率である。 しかも、検討中を加えると58%と 過半数

　　　に達する。社会人になると、す ぐにパソ コンを使 う仕事につ く人がほとんどである。 し

たがって、学生時代よりパソ コンに馴染むよう今後も指導 して行きたいと考えている。

　　　なお、e-mailア ドレスを持っている学生が13人(26%)で あ り、パソ コンをもつ人はメー

ルやイン ターネットを楽 しんでいると推測できる。近時、一部の学生とメールを交換 し、

　　　連絡や指導に役立てるようになってきた。

　以上がアンケー トの集計 と評価であるが、「時事英語研究」を通 じて学生の関心度を知 るこ

とができた。ただ単に英字新聞を読むだけでなく、映画やテレビの映像情報にも関心が高 く、

海外旅行や異文化の話 しに耳を傾けていることが分かる。政治 ・経済の問題には関心が薄いが、

社会問題をは じめ娯楽 ・スポーツなど生活に密着 した話題に関心度が高いことが分かる。さら

に、 日本経済に関するコメン トを求めて行 くと、具体的な意見を述べている。最後に、就職、

留学や編入など個人の将来についても聴いてみたが、就職は4人 に1人 が未決定であった。な

お、パン コンの普及度も年々増えていることが分かった。

4.時 事英語研究の考察事項

時事英語研究の講座をさらに充実するために、筆者の直面 したい くつかの間題について再考

し、い くつかの個人的な見解を述べて見たい。

4.1.時 事 英 語 の ネ ー ミング:

　 戦 後 「時 事 英 語 」 と言 え ば 、Current　 Englishが 一 般 的 で あ り、 新 聞 ・雑 誌 の英 語 を 指 して

きた 。 『ニ ュ ース英 語 入 門』 に よ る と、 「こ の時 事 英 語 は 日本 で は英 語 でcurrent　 Englishと い

うが 、 本 来 、 欧 米 でcurrent　 Englishと い え ば 現 代 英 語 一 般 を 指 し、 ジ ャー ナ リズ ム英 語 は

journalistic　Englishと い う。 また 、 普 通 よ り簡 素 化 され た ジ ャ ー ナ リズ ム独 特 の表 現 を 多 少 皮

肉を 込 め てjournaleseと い うこ とが あ る。」(天 野 葉 生 、1999)と 要 約 され て い る。 また 、 外 国

人 に は 「現 代 の英 語 」 と解 釈 され て い る と言 わ れ る。

　 しか し、 新 聞 英 語 をnewspaper　 Englishと 言 った り、 これ に テ レ ビ ・ラ ジ オ も加 わ り、

mass　 mediaも 視 野 に入 れ て 報 送 英 語 と してmedia　 Englishと い う言 葉 も よ く使 わ れ て い る。

しか も、 今 日で は イン タ ー ネ ッ トで情 報 を 入手 して い るの で 、Internet　 Englishに つ い て も考
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慮 す べ き時 代 で あ る。 しか らば 、 時 事 英 語 の定 義 は 「新 聞 ・テ レ ビ ・ラ ジ オ な ど の マ ス コ ミ情

報 の他 に イン タ ー ネ ッ トを 通 して 得 られ る ニ ュー スを 総 称 した 英 語 で あ る」 と言 わ ね ば な ら な

い 。 実 際 問 題 と して 、 イン タ ー ネ ッ トでnews　 Englishが 自 由に 読 め 予 約 す れ ば 英 字 新 聞 のバ

ッ ク記 事 が 読 め る時 代 に 入 った ので あ る。

　 こ の時 期 に 「時 事 英 語 」 を 英 語 で い か に 表 現 す る か一 考 に 価 す る。 英 字 新 聞 をNewspaper

Englishと 限定 的 に表 現 し、　mass　 media、 　Internet上 の ニ ュー スに 関 す る英 語 を 便 宜 上 総 称 し

てNews　 Englishと 言 う案 は 如 何 な も のだ ろ う。 媒 体 に 違 い は あ って も、 そ の情 報 は ニ ュー ス

に 関 す る も ので あ り、 そ こに 使 わ れ て い る英 語 とい う意 味 で あ る。 い ず れ に して も、 私 た ちが

馴 染 ん で きたCurrent　 Englishは 漠 然 と して い て、 このIT時 代 に 相 応 しい 名 称 を 再 検 討 す る

時 期 に あ る と思 う。 また 、 日本 時 事 英 語 学 会 の英 語 名 も再 考 した 方 が 「名 は 体 を 表 わ す 」 と愚

考 す る。

4.2.時 事 英 語 テ キ ス トの 評 価

　 筆 者 は 「時 事 英 語 研 究 」 を 初 め て 担 当 した 時 、 出版 社 よ り時 事 英 語 の範 疇 に 入 る テキ ス トを

取 り寄 せ 、 新 聞 英 語 の学 習 か ら始 め た 。 しか し、 どの テ キ ス トも100%満 足 す る もの で な く、

毎 年 思 考 錯 誤 しなが ら、 よ り学 生 に 分 か りや す く、 解 説 や 付 録 の 内容 が 充 実 した テキ ス トを 選

ん で い る。 過 去3年 間 に 使 用 した テキ ス トは 次 の通 りで あ り、 寸 評 を 加 え て み た い と思 う。

1997年 度:

　 正 村 佳 紀 著(1998)NEWSPAPER　 ENGLISH『 新 聞英 語 』 大 阪教 育 図書

〔評 〕1988年 初 版 か ら改 訂 第5版(1998)と な り、 内容 が 洗 練 され て きて い る。 特 に 、 時 事 英

語 の基 礎 知 識 は コン パ ク トに 纏 め られ て い る ので 解 説 しや す い 。 時 事 英 語 練 習 問 題 も学 生 の参

考 に な って い る。 た だ 、 記 事 の中 身 が や や 古 く、 教 授 用 資 料 の中 に 記 事 の試 訳 が なか った ので 、

自分 で 日本 語 に 翻 訳 す る手 間 が か か った 。 付 録 に 略 語 と見 出 し用 語 が つ い て い て 、 テ ス ト用 に

大 変 役 立 った 。

1998年 度:

　 宮 野 智 靖 著(1998)『USA　 TODAYで 学 ぶ 時 事 英 語 入 門1998』 開 文 社 出版

〔評 〕 本 学 の宮 野 先 生 か ら紹 介 され 、 以 前 よ りUSA　 TODAYに 関 心 が あ った ので 即 決 で きた 。

こ の テキ ス トは 「米 国 最 大 のそ して 唯 一 の全 国 紙USA　 TODAYを 通 じて 、 ア メ リカ及 び 世 界

の生 の姿 を 読 み 取 って 欲 しい とい う願 い か ら生 まれ た も ので あ る。」(宮 野 智 晴 、1998)米 国 紙

な ので15ユ ニ ッ ト全 て が ア メ リカ国 内外 の トピ ッ クスで あ り、 世 界 に 目を 向け る こ とが で きた 。

「ウ ィン ブル ドン の テ ニ ス」 や 「コ カ コ ー ラ とペ プ シ ー の広 告 戦 争 」 な ど の話 題 に は 大 変 な興

味 が あ った 。 特 に、 練 習 問題 が 充 実 して い た ので 、 学 生 に人 気 が あ った と思 う。 即 ち、Multi-

ple　Choice　 Question,　 T/F　 Questions,　 Vocabulary,　 Translation,　 Summary,　 Conversation　 Prac一
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ticeと 内 容 が 豊 富 で あ った 。 特 に、 語 い(vocabulary)と 英 作 問 題(translation)は 定 期試 験 に 必

ず 出 して い た 。 また 、 付 録 と して、A見 出 し用 語 、　B略 語 、　Cカ タ カ ナ語 、　D基 本 時 事 用 語 に32

頁 も割 か れ て い た ので 使 い や す か った 。A、　Bは 重 点 的 に覚 え させ 、 か つ テ ス トした 。

　 た だ 、 教 授 用 資 料 の中 に 、 記 事 の 日本 語 訳 が なか った が 、 これ まで 要 求 す る のは 酷 か も しれ

ない 。 宮 野 先 生 は 他 に も多 数 の テキ ス トや 本 を 書 い て お られ 、 著 書 の素 晴 ら しさに 敬 服 す る と

共 に 今 後 の ご活 躍 に 期 待 した い 。本 学 の廣 本 和 司 先 生 と の共 著 に 、『USA　 TODAYの 時 事 米 語 』

(DHC発 行)が あ り、 大 変 ユ ニ ー クな 内容 は前 述 の通 りで あ る。

1999年 度:

　 西 村 晴 雄 著(1999)『 国際 報 道 の英 語1999/2000』 三 修 社

〔評 〕 本 書 選 定 の理 由は 、Introductionの 解説 が 簡 明 で あ り見 出 し用 語 も含 まれ て い た こ と、

目次 が うま く分 類 され 内外 の 記 事 が うま く配 置 され て い た こ との 二 点 で あ った。 即 ち、Mass

Media,　 Human　 Rights/Human　 Interest,　International　 Politics,　Domestic　 Politics,　Science/

Technology,　 International/Economics,　 Scandal/lncidents,　 Sports,　Environmental　 Threatsで あ

り広 範 囲 な話 題 を カバ ー して い る。 ユ ニ ッ トの最 後 に 、 「ニ ュー ス の 背 景 」 が 日本 語 で 解 説 さ

れ て い る ので 、 英 文 記 事 を 読 む 前 の 内容 理 解 に 役 立 つ 。 練 習 問 題 は 内容 把 握 、 穴 埋 め 問 題 だ け

で 、 ご く一 般 的 で あ った が 、Vocabulary　 Build-upは 語 彙 の増 強 に少 しは役 立 った と思 う。

　 こ の テキ ス トの教 授 用 資 料 に は 記 事 の 日本 語 訳 が 付 け られ て い て 、 教 え る時 の手 助 け に な っ

た 。 しか し、 逐 語 訳 を して い くと、 誤 植 や 訳 の抜 け て い る個 所 が 発 見 され た 。 テ ス トに 出題 す

る ユ ニ ッ トに 限 って 、 こ の訳 文 を コ ピー して 配 布 して い るが 、 こ の訂 正 個 所 だ け は 口頭 で 伝 え

て い る。 これ も学 習 の一 つ の方 法 で あ る。

　以上の3冊 は全てNotesに 重要単語の日本語が付けられていたので、語彙の習得に役立て

た。総合的に完壁なものはないので、必ずハン ドアウ トで補 う必要がある。例えば、最新の新

聞記事、雑誌からの参考ページなどである。また、テキス トの進行は早 く出来ないので全部の

記事は読めないとい う悩みがある。時事英語研究の授業は多読が良いに決っているが、学生の

理解度を増すには精読の方が良いと考えている。

　因みに、2000年 度の本学における使用テキス トは浅野雅巳 ・岡部朗一著(2000)WO〃4

New　 To4の2000/Sprint『 世界ニュース展望2000春 季号』(金星堂)で ある。本書の選定理由

は、①巻頭と巻末に世界地図がある、②新聞英語の基礎知識が極めてコンパ クトに纏められて

いる、③見出し用語 と略語の頁がある、④本文の記事には解説 とNotesが つている、などで

あったので参考までに付記する。
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5.結 論 と提言

　今回のアンケー ト結果 と評価の内容より、「時事英語に対する学生の関心度」を知 ることが

でき、結論として次の5項 目に要約できる。

1)テ キス トは 「良い」部類に評価されたが、テキス トの内容を補 う付録が大切である。

　　話題性のある映画やテレビの映像情報を求め、講師の話題は海外旅行 と異文化 コミュニ

　　ケーションに関心が高い。

2)英 字新聞を翻訳する課題では、国内の代表的な4紙 が採択されている。人気の話題は社会

　　問題が半数近 くもあるが、政治 ・経済問題には関心が極めて薄いことが分かる。 これは

　　 「若者の政治離れ」を証明していると考えられる。

3)半 数以上の学生が、時事英語の講座から 「英字新聞の難 しい英語の勉強ができた」と回答

　　 した。時事英語独特の表現や見出し語、略語も難 しいので新 しい知識も増え、就職試験に

　　も役立ったものと確信する。 ビデオ上映は内容の吟味を要すると考える。

4)就 職難の時代に入 り、学生は政界 ・経済界 ・教育界に多大な期待を寄せていることが分か

　　る。すなわち、「今 こそ総選挙をや って、教育改革 と経済の活性化を図るべ きである」と

　　要望 している。このように、学生は聞かれるとはっきりとした意見を述べている。

5)最 後に、この講座の評価は辛 うじて 「良い」とい う数字にはなった。 しか し、良い点 ・悪

　　い点や教師に対するメッセイジも参考に して、講義内容の充実を図っていきたいと思 う。

　　学生の関心度に対応 した教材の選択と話題の提供が肝要となるであろう。

　結論として、学生のアンケー ト調査の結果を纏めると 「映画やテレビの映像情報に関心を示

し、コン ピュータやイン ターネットを始めている。時事英語研究の教科を通 して、国内外のニ

ュースを英字新聞で吸収 し、難 しい時事英語を何とか読みこなして、語い力の強化や知識の向

上に努めている様子が覗える。海外旅行や異文化に関心度が高いが、海外よりも国内の社会問

題に関心が多 く、政治 ・経済問題には疎遠である。そ して、就職戦線には厳 しいものがあるが、

政界 ・経済界 ・教育界が一体 となって日本経済の回復を図って欲 しい。」 と訴えているように

感 じる。 日本の学生は自分の意見を普段は述べないが、アンケー ト形式で意見を書かせると、

結構 しっか りとした意見を持っていることも分かるのである。

　これを踏まえて、学生の関心度に対処するためには、「時事英語研究はただ単に英字新聞を

読むだけでは不充分であ り、今 日のIT革 命時代にあってもっと広い観点にたち、テレビ・ラ

ジオの報送英語 ・メディア英語、イン ターネット英語などを含めて、ニュースを読むことから

ニュースを見て ・聴 くことに拡張 した教科にする必要がある。」 と考える。勿論、 このための

教材の拡充が要望されるのは当然である。

　今回は文献調査とイン ターネットの検索を行って、資料調査もやってみた。この結果、時事
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英語の文献は刻々と変化 していて、す ぐに陳腐化 して行 く。それに対 して、イン ターネット上

のニュース英語や情報は刻々と作られ、つねに最新情報を提供 して くれている。 リンクされて

いるサイ トを含めると、かなり膨大な情報量となり世界の新聞社や放送局を網羅 しているので

利用価値はますます増大 している。

　21世紀を 目前に して、私たちは新聞英語だけに留まらず、メディア英語、放送英語やイン ター

ネット英語を研究する時期を迎えたのである。これを可能にする教材やツールが勿論必要であ

るが、パン コンの普及率も急 ピッチで進んでいるので、明るい展望を持って教授法の改革を行

って行きたいと考える。

　本報告書の結論として、冒頭に挙げた 目的 「時事英語研究の教科はIT時 代に相応 しく、新

聞英語から脱皮すべ き段階にあ り、Current　Englishの ネー ミングについても再考の時期にあ

る。」は資料の調査 と学生のアンケー ト調査の結果で十分裏付けられたと思う。

最後に、この講座のあ り方の反省も含めて、次のように具体的に提言 してお く。

1)新 聞英語と報道英語

　　3年 間も時事英語研究を担当 しながら、新聞英語を中心に講義を展開 してきたことが反省

点である。 しか し、テレビ・ラジオで報道されるニュース英語も加える時代になっている。

報道英語の分野も加えたより広い範囲の講義が要求されている。因みに、イン ターネットで

他大学の 「時事英語」の講座を覗いて見ると、「異文化 コミュニケーション」「国際政治 ・経

済」"TOEIC"な どを取 り入れた講座も散見できる。また、ゼ ミナール形式の講座に してい

る学部もあ り、研究グループを作っておられる所もある。このように、イン ターネットも視

野に入れて、時事英語研究を発展 して行 く時代にあると痛感 した。

2)時 事英語の教材開発

　　3年 間で使用 したテキス トは考察事項の中で紹介 したように、百点満点のテキス トは存在

　しない。どうしても副教材に依存 して、講義の充実を計る必要がある。極端に言えば、テキ

ス トは全 く使わずに新聞記事、文献、 ビデオなどを うまく配置 して講義を進めるのも一考で

あ り、現にそのように進めておられる先生もいると思 う。時事英語研究は多 くの大学でも伝

統的に教えている割には、この分野のテキス トはあまりウェイ トが高 くなく、数も少ないよ

　うに感 じる。この原因は 「時事英語」とい う狭い範囲に拘泥 しているためである。もし、今

　日の学生のニーズに合わせて編集するとすれば、少なくとも新聞英語から脱皮 した内容が求

められる。すなわち、新聞英語、雑誌英語(magazine　 English)、 報道英語(News　 English)、

イン ターネット英語など全てのマス ・メディアに出て くる英語を網羅する時期に来ていると

思 う。「朝の新聞は読まないが、テレビのニュースやインターネットで時事問題を勉強する」

人類がますます増えてきている。このような教材は英語の4技 能を養 うのに役立つと考える。

一44一



時事英語研究の再考

特に、 リスニングの能力を この講座でも養えば、TOEIC/TOEICの スコア　 メイキン グに

も貢献するであろう。多岐に亘る教材の開発を出版社に望むものである。

3)Current　 Englishか らNews　 Englishへ

　 　 日本 時 事 英 語 学 会 は1959年 に 発 足 以 来 、 時 代 の推 移 と と もに 発 展 し、1999年9月 現 在 で 会

員629(普 通 会 員=612名 、 賛 助 会 員=12組 織)の 全 国 的 な学 会 組 織 を 誇 って い る。 今 日 の

IT革 命 時 代 に 即 して 、 い くつ もの 新 しい 研 究 発 表 や 研 究 会 の 報 告 が あ る。 例 え ば 、 本 部 の

放 送 英 語 研 究 、 時 事 英 語 教 授 法 、 関 西 支 部 の 同時 通 訳 研 究 分 科 会 、 異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー シ

　 ョン 研 究 分 科 会 、 メ デ ィア英 語 研 究 分 科 会 な どが あ る。

　 　こ の よ うに 、 多 角 化 した 研 究 を 行 う学 会 で あ るだ け に 、 考 察 事 項 の2)で 述 べ た 如 く、 日

本 時 事 英 語 学 会 はJACES(Japan　 Association　 for　Current　 English　 Studies)と 称 し、 依 然 と し

てCurrent　 Englishを 使 って い るが 、 これ が 時 代 に 適 合 して い るか ど うか 一 考 に 価 す る と思

　 う。 これ は 歴 史 的 な 用 語 な の で 、 簡 単 に は変 え られ な い と思 うが 、 こ こに 提 案 したNews

Englishを 使 う と仮 定 す れ ば 、　JANES(ジ ェーン ズ)と い う洒 落 た 略 語 と な り、 語 呂 も 良 く

な る よ うに 思 う。 昨 年 本 学 会 に 入 会 した ば か りな のに 、 こ の よ うな提 言 を す る のは 層 越 と思

　 うが 、 時 代 の流 れ に 呼 応 す るた め に 敢 え て 発 想 した 次 第 で あ る。 これ か ら会 員 を 増 や す に は 、

案 外 こ の よ うな ネ ー ミン グ と学 会 の取 り組 ん で い る テ ー マ のPRが 関 連 して くる気 が して な

ら ない 。 少 な くと も、 報 送 英 語 、 メ デ ィア英 語 、 異 文 化 間 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン な ど の分 科 会

が も っ と強 調 され て い くこ とを 提 案 す る。

4)異 文 化 の視 点 か ら の教 育

　 　ニ ュー ス英 語 は 世 界 の文 化 の発 信 で もあ る。 異 文 化 理 解 が 言 語 習 得 に 役 立 つ こ とが 指 摘 さ

れ る よ うに な った 。Culture　 in　Second　Language　 Teaching　 and　Learningの 巻 頭 で 次 の よ うに

述 べ て い る。 「応 用 言 語 学 者 や 語 学 教 師 は そ の 言 語 が 話 され て い る地 域 の文 化 に言 及 せ ず に 、

第2言 語 や 外 国語 は 学 び得 な い こ とに ます ます 気 付 い て い る。 第2文 化(second　 culture)を

第2言 語 の学 習 者 が 理 解 す る こ とは 、 そ の人 の文 化 的 に 定 義 され た 世 界 観 、 信 条 、 前 提 条 件

に 基 本 的 に 影 響 され る。 これ ら の信 条 や 前 提 条 件 は 第2言 語 の教 育 と学 習 に 配 慮 す べ き重 要

な教 育 学 的 な意 義 と必 要 性 を もつ 。」(Eli　Hinkel,1999)

　 本 書 の中 で 、James　 P.　Lantolf(1999)はSecond　 Culture　Acquisitionと 題 す る論 文 を 発 表 し、

　 「第2言 語 の学 習 と教 育 に お い て 、 第2文 化 の学 習 は 文 化 に 対 す る 自己 認 識 を 増 大 させ る。

　 しか し、 大 人 が 他 文 化 を 獲 得 で き る プ ロ セ ス に 関す る 研 究 は 未 だ 少 な い。」 と指 摘 して い る。

こ こで 強 調 して 置 きた い こ とは 、 こ の第2文 化 を 習 得 した と して も、 自文 化 を 放 棄 す る こ と

で は ない 。 例 え ば 、 日本 人 が 外 国 語 を 学 び 、 そ の文 化 を 習 得 した と して も、 決 して 日本 文 化

を 捨 て る こ とに は な ら ない ので あ る。
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　ニュース英語はその国の文化背景を理解 した上で、初めてその記事の深層に迫れると思 う。

したがって、ここに指摘 した 「第2文 化の学習と教育」は早急に考究すべき重要課題であ り、

比較文化論や異文化間 ミュニケーションの講座とも関連付けた展開を行 う必要があると思 う。

この問題については、さらに研究課題として追求 して行きたいと考えている。

　本稿は 「時事英語研究」の授業の報告に過ぎないが、色々と問題提起 して行 くと際限がない。

今回の簡単なアンケー ト調査で、時事英語に対する学生の関心度が明らかになった。また、資

料調査、とりわけイン ターネット上のホームページは時事英語研究に数多 くの教材を提供 して

くれることを体得 した。 したがって、学生の関心度に適応 した教材の準備と話題の提供を心が

けて、2000年 度の講座に臨みたい。そ して、学生による発表形式と討議を導入 し、イン ターネ

ットの検索を指導 して行きたいと思っている。本報告書に多 くのご批判とご意見を頂ければ幸

甚である。

註記:こ の報告書作成 にあた り、本学 の藤 井健夫 教授に総括的 なご指導 を仰 ぎ、イ ンターネ ッ トに よる情

報検索を ア ドバ イス頂 き役立 てる ことがで きた。 また、 日本時事英語学会 の問題 については、会長の黒島

哲郎教授の ご意見を詳 し く拝聴で きた。 ここに両先生に対 し、衷心 よ り感謝の意を表す る次第であ る。
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時事英語研究の再考

資料1:時 事英語研究一 アンケー ト

時事英語研究一 アンケー ト

　1999年 度 の講義 を終わ るに際 し、来年 度の参考 に したい ので学生諸君 の感想 ・意 見を聞 きたい と思い ま

す。該当す る番号にO印 を付け、率直な意見を書いて くだ さい。

1)テ キ ス トInternational　 New'99/2001は 適 当 で し た か?

　 　 1・　very　 good　 　　　2・ 　good　 　　　3・　average　 　　　4・　poor　 　　 5・　very　 poor

2)こ の テキ ス トで 一 番 関 心 を も った テ ーマ は 何 か?

　 　(1)Titanic　 (2)TV　 network　 (3)Jiang　 and　Clington　 (4)Pope　 urges　 Cubas

　 　(5)Ota　 rejects　 (6)Obuchi　 forms　 (7)EMU　 (8)Suker　 Punch　 (9)others

3)講 師の話題 ・雑談の中で、面 白い と思 った ものは何か?(い くつで も良い)

　　1)異 文化の話　 2)海 外旅行　 3)ア メ リカ英語 と地図　 4)TOEFLITOEIC

　　5)人 種差別　 6)社 会人の心構え　 7)そ の他

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 (具体的に)

4)課 題 「新聞記事の翻訳」の内容を詳 し く書いて くだ さい。

　 ①英文の タイ トル:

②新聞名:

③感想:

日付:

④ 自分の読んだ英字新聞は何%ぐ らい理解で きましたか? %
(数字)

5)時 事英語研究で一番参考にな った ことは何ですか?　 一つだけ選びな さい。

　 ①世界の ニュースに触れ られた。

　 ② 日本の ニュースに触れ られた。

　 ③就職試験や面接の参考にな った。

　 ④英字新聞の難 しい英語の勉強が出来た。(略 語 ・見出 し語な ど)

　 ⑤その他:

　　　(具体的に)

6)ビ デオの上映は参考にな ったか?

A.美 女 と野 獣:

　 理 由(

B.CNNニ ュ ース

　 理 由(

　 1・　good　 　　　2・

:　1・　good　 　　　2・

average　 　　　3.　 poor

average　 　　　3.　 poor

)

)

7)日 本の経済を回復 させ るために、今何をすべ きと考え ますか?(い くつで も良い)

　 ①総選挙をや って、国民の意見を政治に反映す る。

　 ②今の連立政権をやめ、新 しい枠組みで出直す。

　 ③規制緩和を して、 日本の市場を世界に公開す る。

　 ④経済界が もっと頑張 り、生産性 と購買力を高め る。

　 ⑤ 日本の教育全般を見直 し、抜本的に改革す る。

　 ⑥その他:

(具体的に)
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8)こ の講義で良か った点 と、悪か った点を箇条書 きに して くだ さい。

　　 「良か った点」

　　 「悪か った点」

　　評点:　 ①大変良い　 　②やや良い　　③普通　　④やや悪い　　⑤悪い

9)講 師への メ ッセ ージがあれば、 自由に書いて くだ さい。

10)最 後に 「自分の将来の夢や 目標について」簡単に書いて くだ さい。

　　進路:　 ①就職希望　②海外留学　③3年 編入　④未決定　⑤その他

◎あなたは 自分のパン コンを持 ってい ますか?　 ①Yes　 ON　 ③検討中

◎e-mailア ドレスが あれば:

氏名

ご協力あ りが と う。再見! 2000年1月28日

　 　 　 　 　 資 料2一 表4

　 Newspaper　 English　 Report

〈海外 ・国内の別 〉 〈 内　 　訳 〉

newspaper 海 外
foreign

　 国 内
domestic

　 ①

politics

②

social

　 ③
business

　 ④
religion

⑤

sports

⑥amuse-

　 ment

⑦
ad

total

1.Japan

　 Times
3 8 1 6 1 1 2 0 0 ll

2.Japan

　 Times

　 Weekly

1 1 1

3.Mainichi

　 Daily
　 News

6 10 2 4 2 2 1 4 1 16

4.Daily

　 Yomiuri
3 6 7 1 1 9

5.Asahi

　 Evenig
　 News

2 3 1 3 1 5

6.Asahi

　 Weekly
1 1 1

7.週 刊ST 1 1 1

8.US　 News

　 &World

　 Report

1 1 1

9.Pacific

　 Sunday
　 News

1 1 1

10.unknown 1 3 1 1 1 1 4

Total 19 31 5 22 4 4 6 8 1 50

% 38% 62% 10% 44% 8% 8% 12% 16% 2% 100%
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